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第
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
館
長

　
孫 

 
 

森 
 

林

尊
敬
す
る
與
那
嶺
善
道
教
育
指
導
統
括
監

尊
敬
す
る
胡
旺
林
副
局
長

尊
敬
す
る
皆
様

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
実
り
多
き
秋
に
、
第
十
二
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
に
、
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り
主
催
者
で
あ
る
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
を
代
表
し
て
、
本
日
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
責
任
者
の
皆

様
、
専
門
家
、
研
究
者
の
皆
様
に
歓
迎
の
意
を
表
し
ま
す
。

光
陰
矢
の
如
し
。
指
折
り
数
え
て
み
ま
す
と
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
が
学
術
的
な
協
力
を
開
始
し

て
す
で
に
二
十
七
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
九
一
年
「
中
琉
歴
史
関
係
学
術
交
流
覚
書
」
を
調
印
し
て
以
来
、
私

た
ち
は
双
方
で
友
好
的
な
関
係
を
継
続
し
つ
つ
、
多
様
な
形
式
で
の
学
術
交
流
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
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一
九
九
六
年
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
五
年
と
継
続
し
て
協
議
書
を
締
結
し
、
双
方
に
よ

る
協
力
・
交
流
が
絶
え
る
こ
と
な
く
よ
り
深
化
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
七
年
来
、
私
た
ち
の
協
力
事
業
は
、
豊
か
で
実
り
の
多
い
成
果
を
得
て
参
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
、
中
琉
歴
史
関

係
檔
案
図
書
シ
リ
ー
ズ
が
選
編
か
ら
七
編
に
至
る
ま
で
八
冊
、『
中
琉
歴
史
関
係
檔
案
』
は
三
十
九
冊
が
編
纂
・
出
版
さ
れ
、

清
代
中
琉
関
係
檔
案
史
料
は
四
〇
〇
〇
件
近
く
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
学
術
研
究
の
方
面
で
は
、
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
が
十
一
冊
、
発
表
さ
れ
た
学
術
論
文
は
七
十
七
本
が
す
で
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
で

も
貴
重
な
文
献
史
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
『
歴
代
宝
案
』
が
校
訂
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
双
方
が
交
互
に
開
催

し
て
い
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
二
回
、
相
互
で
行
わ
れ
、
派
遣
、
交
流
し
た
研
究
者
の
人
数
は
の
べ
一
〇
〇
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
成
果
は
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
の
堅
実
な
基
礎
を
固
め
、
中
琉
歴
史
関
係
学
術
研
究
の

範
疇
を
不
断
に
広
げ
、
中
日
双
方
の
専
門
家
や
学
者
ら
の
関
心
や
支
持
・
協
力
を
得
ま
し
た
。
双
方
の
交
流
事
業
の
期
間

に
お
い
て
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
招
き
に
応
じ
、
毎
年
研
究
者
を
沖
縄
へ
派
遣
し
交
流
を
行

い
、
熱
い
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
を
代
表
し
ま
し
て
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に

対
し
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

私
た
ち
双
方
の
協
力
で
重
要
な
の
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
中
琉
歴
史
学
術
交
流
の
促
進
を
す
る
た
め
の
良
い
場
と
な

る
よ
う
築
い
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
明
清
時
期
に
お
け
る
中
琉
間
を
往
来
し
た
公
文
書
の
研
究
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
中
日
双
方
で
あ
わ
せ
て
八
名
の
専
門
家
・
学
者
に
よ
る
学
術
報
告
が
あ
り
ま
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
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異
な
る
側
面
か
ら
中
琉
歴
史
関
係
の
問
題
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
大
変
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
私

た
ち
双
方
が
こ
の
会
議
の
機
会
に
、
過
去
二
十
七
年
間
の
協
力
の
成
果
を
ふ
り
返
り
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
の
分
野
で
協

力
を
引
き
続
き
深
め
、
素
晴
ら
し
い
未
来
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
と
、
各
責
任
者
お
よ
び
専
門
家
・
学
者
の
皆
様
の
御
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て国

家
檔
案
局
副
局
長

　
胡 

 
 

旺 
 

林

尊
敬
す
る
與
那
嶺
善
道
教
育
指
導
統
括
監

尊
敬
す
る
皆
様

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
念
な
準
備
を
経
て
、
本
日
こ
こ
に
第
十
二
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
会
し
ま
し
た
。
中
国
国

家
檔
案
局
の
李
明
華
局
長
に
代
わ
り
、
又
、
私
個
人
と
し
て
も
こ
の
会
議
の
開
催
に
対
し
、
熱
く
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
中
国
の
改
革
開
放
か
ら
四
十
周
年
、
「
中
日
平
和
友
好
条
約
」
締
結
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
つ
い
先
日
、
日
本
の

安
倍
晋
三
首
相
が
中
国
へ
正
式
訪
問
し
ま
し
た
。
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
は
安
倍
晋
三
首
相
と
の
会
見
で
、
中
日
は
隣
国
同

士
で
あ
り
、
両
国
の
利
益
は
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
。
中
日
関
係
の
長
期
に
わ
た
る
健
全
で
安
定
し
た
発
展
は
両
国
人
民
の

根
本
的
な
利
益
に
一
致
し
て
お
り
、
地
域
と
国
際
社
会
の
普
遍
的
な
期
待
で
も
あ
る
、
と
強
調
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
中
日
両
国
の
歴
史
檔
案
の
交
流
に
お
け
る
有
効
的
な
方
法
と
し
て
、
中
日
双
方
の
学
術
交
流
の
た
め
の
重
要
な
場
で
あ
り
、

ま
た
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
築
か
れ
ま
し
た
。
二
十
余
年
の
間
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
、
関
係
す
る
研
究
者
お
よ
び
日
本
の
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沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
多
大
な
努
力
と
才
知
を
費
や
し
、
す
ば
ら
し
い
研
究
成
果
を
得
、
互
い
の
交
流
協
力
に
よ
る
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
の
館
長
と
し
て
、
光
栄
に
も
近
年
の
中
琉
歴
史
関
係
学
術
研
究
の
発
展
の
過

程
を
見
届
け
、
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
の
沖
縄
訪
問
は
、
深
く
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
二
年
に

は
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
が
第
十
回
中
国
・
琉
球
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
、
双
方
の
学
術
研
究
と
友

好
的
な
交
流
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
、
私
は
国
家
檔
案
局
副
局
長
兼
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
館
長
と
し
て
、

来
訪
し
た
諸
見
里
明
教
育
長
一
行
と
面
会
し
、
双
方
で
友
好
的
な
会
談
を
行
い
、
協
力
を
継
続
す
る
協
議
書
を
締
結
し
ま

し
た
。
本
日
、
私
は
再
び
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、
若
い
研
究
者
が
中
琉
歴
史
関
係
研
究
に
加
わ
っ
て
い
る
の
を
拝

見
し
ま
し
た
。
若
者
は
希
望
で
あ
り
未
来
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
交
流
事
業
が
繁
栄
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
非
常
に
喜
ば
し
く
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

交
流
は
友
好
を
深
め
、
協
力
は
発
展
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
私
は
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
と
日
本
の
沖
縄
県
教
育
委
員

会
が
よ
り
一
層
協
力
し
、
中
日
双
方
の
人
々
の
理
解
を
深
め
、
中
日
の
文
化
交
流
を
大
き
く
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
大

き
な
役
割
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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